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洛和会音羽リハビリテーション病院

木村　透
き むら とおる

　当院が開設されてからこの４月で丸３年

となりました。この間、当院をご利用いただ

いた患者さま・ご家族、さらに地域で医療・

介護に携わる方々のご支援に感謝申し上げ

ます。また、この春には、６年ぶりとなる

診療報酬、介護報酬の同時改定がありまし

た。その内容を見ましても、当院の目指す

“地域包括ケアを支えるリハビリテーション

病院”というミッションの重要性は、今後

ますます高まるものと確信しております。

　急性期治療（脳卒中、骨折の手術など）

を受けた方々に集中的なリハビリテーション

（回復期リハビリ、地域包括ケア病棟入院）

を行い、在宅生活に戻っていただく。必要

に応じて退院後のQOL維持のための支援

（訪問リハビリ、訪問看護、訪問診療）を

提供。さらに、在宅療養をされている方々

の病状悪化時（高度急性期病院入院の適応

までにはならないレベル）の入院対応や、

介護負担の増加への支援（地域包括ケア

病棟、療養病棟へのレスパイト入院）、看取

りなど終末期医療への協力、神経難病や

ますます増加する認知症への対応（メモ

リークリニック、認知症初期集中支援）等々、

今後、地域の先生方や介護サービスと、さら

に緊密なシステム連携を取り合いながら、

山科にお住まいの方が障がいを持ったとし

ても、安心して生活できる一助になれば

と考えております。先生方の診療にも、お役

に立てることがあるかと思いますので、適用

事例がありましたら、どうぞ気楽に当院

担当者までご相談くださいませ。

地域包括ケアを支える
病院として
地域包括ケアを支える
病院として
洛和会音羽リハビリテーション病院 院長
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　大塚学区社会福祉協議会・山科区地域福祉推進委員会と
の協同運営により、当院の人的・物的資源を活用して、安心
して健やかに暮らし続けられることをサポートします。

絆
at
おおつか

月～土曜日

午前8時30分～午後5時15分

洛和会音羽リハビリテーション病院   地域連携課
薊075（581）6868（直通）
蕭075（581）6110

業務時間 連 絡 先

フリースペースフリースペース
地域の方々を対象に、“ちょっと耳より”情報と
「ぺちゃくちゃする場」を毎月開催しています。

■大塚学区社会福祉協議会

TEL 075（501）2498
■山科区地域福祉推進委員会事務局

TEL 075（593）1294
■洛和会音羽リハビリテーション病院 看護部

TEL 075（581）6221（代）お問い合わせ

4月22日、5月27日、6月24日
午後2時～4時

洛和会音羽リハビリテーション病院 
1階ロビー

開催日時

開催場所

看護部より

　当院がこの地に開設して4度目の春が巡ってきました。最初の春、

新設移転当日は“雨”でした。全員無事に引っ越すことができて安堵

したのを覚えています。それから2度目、3度目と春を迎え･･･竹の子

のごとくとはいきませんが、少しずつ成長してこられたように思って

おります。これもひとえに地域の皆さまのご指導とご愛顧いただ

けた成果であり、心より感謝いたしております。

　地域包括ケアシステムが推進されるなか、大きな課題とされて

いる介護予防、認知症ケアや難病支援への取り組みとして、「フリー

スペース絆 at おおつか」「認知症ケア

研究会」「神経難病相談窓口」をスタート

させ、利用者数も増加傾向です。ぜひ

お気軽にお声掛けください。

　洛和会音羽リハビリテーション病院は、在宅療養あんしん病院として、在宅療養されて
いる京都府在住の高齢者（65歳以上の方）が体調を崩し、在宅での対応が困難になった場合
のスムーズな受け入れを行っています。早めの対応により、病状の悪化や体の動きの低下を
できるだけ防ぎ、在宅生活を続けることを支援します。登録には地域のかかりつけ医の協力
が必要となりますので、かかりつけ医へのご相談、先生方はご希望される患者さまの早め
の登録をよろしくお願いします。　

「在宅療養あんしん病院」のご案内
地域連携課より

“ここで暮らそう”“ここで暮らそう”“ここで暮らそう”

内容はお楽しみに！

 当院のマスコットキャラクタ－
「はびりす」をご存じでしょうか
 当院のマスコットキャラクタ－
「はびりす」をご存じでしょうか

を支える病院に!!を支える病院に!!～住み慣れたまち～～住み慣れたまち～

　その名前の由来でもあるリハビリテーション

という言葉は、「再び、その人らしく」という意

味合いを持っています。「患者さま一人一人に

対してその人の生活の再構築を支援し、実現

することを目標に“きめ細やかな看護”を実践

する」－“はびりす”に込めた看護部のビジョン

です。これからもどうぞよろしく

お願いいたします。




